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   We report a case of transitional cell carcinoma of the renal pelvis with extremely high serum levels 
of carbohydrate antigen 19-9 (CA19-9) and carcinoembryonic antigen (CEA). A 69-year-old woman 
was admitted with gross hematuria. Imaging diagnosis revealed a tumor in the left renal pelvis and 
multiple liver and bone metastases. Serum levels  of  CA19-9 and CEA were 2,557 U/ml  (normal<  36) 
and 523 ng/ml  (normal<  3.8), respectively. She died of cancer progression 3 weeks after admission. 
An autopsy diagnosis was transitional cell carcinoma of the left renal pelvis. No abnormal findings 
were recognized in the gastrointestinal organs. Cancer cells showed a positive immunohistochemical 
staining for both CA19-9 and CEA. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 495-499, 1997) 
Key  words  : Transitional cell carcinoma, Renal pelvis, Tumor marker, CA19-9, CEA
緒 言
泌尿器科領域で は,前 立腺癌 と精巣腫瘍 において比
較的特異的 なマ ーカーはあるが,そ の他 の腫瘍 に特異
的なマ ーカーはな く,非 特異的 なマ ーカーを組 み合 わ
せて診断 に供 して いるのが現状 である.今 回われわれ
は,糖 鎖抗原19-9(carbohydrateantigenl9-9:以下
CA19-9と略す)と 癌胎 児性抗原(carcinoembryonic
antigen:以下CEAと 略す)が と もに異常 高値 を示
した腎孟 膀胱癌 の一例 を経験 したので,若 干 の文献




既往 歴:1988年,血膿尿 の精査 のため他院 に1カ 月
入 院 したが明 らかな異 常 は指摘 されな かった.1993
年,パ ーキ ンソニ ズム
現 病歴:1994年夏,肉 眼 的血尿 排尿時痛が 出現 し
たが,市 販の漢 方薬 を内服 し約1カ 月で症状 は改善 し
.た.1995年1月ふ たたび肉眼 的血尿 が出現 し,歩 行障
害 もひ ど くな り同年2月2日 当院神経 内 科 を受診 し
た.腹 部超音波検査で左 腎部に正常 腎実質 よ りもやや
高エ コーの充実性腫瘤 と肝 に多発性 の充実性腫瘤 を認
めたため,同 年2月3日 当科外来紹 介,3月3日 入院
となった.
入院時現症:身 長144cm,体重31kg,体温37.3℃,
血圧104/58mmHg,脈拍78/分・整,栄 養状 態 は不
良,腹 部 は膨満 し右肋骨弓下縁 よ り肝 を2横 指触知 し
た.体 表 リンパ節 は触知 しなか った.左 肩か ら左 上肢
にか けて疹痛 を訴 え,両 下肢 には硬縮 を認めた.
入 院時 検 査 所 見:末 梢 血検 査 で は,白 血 球 増 多
(14,400/mm3)と軽 度 の貧 血(RBC346×104/mm3,
Hb9.6g/dl)を認 め た,血 液 生 化 学 検 査 で は,γ 一
GTP403mU/ml,ALP2,714mU/ml,LDH1,520




と異常 値 を認 め た.尿 沈 渣 はRBC≧100/hpf,尿細
胞診 はclassVであ った.














(20mg/日)による除痛 をはか りつつ,全 身的な治療
としてM-VAC療法を予定 していたが,治 療開始前




副腎 と腎上極が腫瘍のために癒着 していた.左 副腎
には白色の転移病変を認めた.な お,尿管には明らか
な腫瘍を認めなかった.(2)膀胱は,頸部左側に直径
7mm右 側壁 に直径5mmの ポ リープ様病変を認



























に,か つ小塊状に腎実質に浸潤 してお り,組織学的に
移行上皮癌 ・異型度3の 像を呈 していた(Fig.3).ま
た,一部には明瞭な腺管 を形成する腺癌の部分が混在
して認め られた.一 次 抗体 にCISバ イオ社 の抗
CAI9-9抗体 とDAKO社 の抗CEA抗 体を使用 し,
ABC法 によるCA19-9およびCEAの 免疫染色 を




















































学的に移行上皮癌 一異型度3の 像 を呈 していた.
考 察
CA19-9は,KoprowskiらDが大 腸 癌 培 養 細 胞
SW1116をマ ウス に免疫 して作成 したモ ノクローナル
抗体NSl9-9によって認識 される抗原で,正 常胎児お
よび成人の唾液腺,胆 管系および膵管系上皮の組織中
に抗原が微量 に検出され,癌 では膵 胆管系 消化管











の検討 を行ってい る.悪 性群 における陽性 率は,
CAI9-9CEAいずれも12.5%であり,特に尿路上皮
腫瘍34例の陽性率は,CAI9-9・CEAいずれも6例
17.6%であった.た だ し,CAI9-9値が3桁 以上
CEA値が2桁 以上 を示 したものを異常高値例 とする





がCEA異 常高値 も示 したが,CEAの み異常高値 を
示 した報告例はみられなかった。傾向としては,細胞
異型が強 く進行 した症例が多 く,治療前後の血清値の
推移が腫瘍の消退 進展 に一致 した とす る報告 もあ
る8・10'12・15)また黒川ら18)は尿路移行上皮癌 におけ
るCAI9-9の検討で,高 値例の経過観察では,術 後



















































































































特徴的な所見 として,一 部に腺様化生を伴 う移行上皮
癌では,そ の腺様構造 と貯留粘液に一致 してCA19-9












細胞 との接着が必要であるが,こ の現象 にCA19-9
抗原 は強 く関与 してお り,大腸癌 においてCAI9-9
発現の高度な症例では,脈管侵襲 リンパ節転移が多
く,予後 も不良であると報告されている2D一
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